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主
体
的
に
生
き
る
力
を

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
　
事
務
局
長

篠　

木　

敏　

明

　

今
年
の
四
月
か
ら
日
本
赤
十
字

社
福
島
県
支
部
事
務
局
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
篠
木
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
四
月
末
に
大
信
中
学
校
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
青
少
年
赤
十

字
学
校
公
開
実
行
委
員
会
に
出
席

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
懐
か
し
い
方
々
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
か
つ
て
私
が
県
教

育
庁
で
職
員
課
長
と
人
事
企
画
担

当
庁
参
事
を
務
め
て
い
た
時
に
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
皆
さ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
皆
さ
ん
が
校
長
先
生
と
な

ら
れ
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
を

拝
見
で
き
て
、
う
れ
し
く
思
う
と

同
時
に
、
当
時
の
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
赤
十
字
と
い
う
形
で
、

先
生
方
と
ま
た
一
緒
に
仕
事
が
で

き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

日
赤
の
使
命
は
、「
人
間
の
い

の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
「
救
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

「
気
づ
き
」、「
考
え
」、そ
し
て
「
実

行
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
青
少
年
赤
十
字
で
も

同
様
で
あ
り
、
態
度
目
標
と
し
て

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
気
づ

き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
主
体
性
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
新
学
習
指

導
要
領
が
提
示
し
て
い
る
の
は
、

「
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
」

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
の
「
主
体
的
」
と
は
、
ま

さ
に
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す

る
」
態
度
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人

に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に

就
い
た
と
し
て
も
、
仕
事
を
し
て

い
く
上
で
「
気
づ
き
、
考
え
、
実

行
す
る
」
は
大
切
な
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。

　

小
さ
い
う
ち
か
ら
、
青
少
年
赤

十
字
の
活
動
の
中
で
、
こ
の
よ
う

な
態
度
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
学
習
面
の
効
果
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
人
間
と
し
て
も
、

心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
人
間

へ
成
長
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
青
少
年
赤
十
字
は
、
学

習
・
教
育
と
は
別
個
の
も
の
で
は

な
く
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
学
校
教
育

そ
の
も
の
と
し
て
、
推
進
し
て
い

く
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

幸
い
福
島
県
の
青
少
年
赤
十
字

の
活
動
は
、
指
導
者
の
先
生
方
の

ご
努
力
を
は
じ
め
、
退
職
さ
れ
た

先
生
方
の
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉

仕
団
の
ご
支
援
に
よ
り
、
全
国
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

は
、
指
導
者
の
先
生
方
と
と
も

に
、
賛
助
奉
仕
団
の
先
生
方
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
福
島

県
の
子
ど
も
た
ち
が
青
少
年
赤
十

字
の
活
動
を
通
し
て
、
学
習
面
や

日
常
生
活
に
お
い
て
主
体
的
に
学

び
、
主
体
的
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
心
豊
か
で
思
い
や
り

の
あ
る
人
間
へ
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

の
皆
様
は
じ
め
各
学
校
の
指
導
者

の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

五
月
十
一
日
（
木
）、
日
本
赤

十
字
社
福
島
県
支
部
に
お
い
て
、

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
鈴
木

淳
一
様
代
理
義
務
教
育
課
主
幹
林

和
樹
様
、
福
島
県
青
少
年
赤
十
字

賛
助
奉
仕
団
委
員
長
藤
田
伸
朔
様

の
ご
来
賓
と
県
内
各
地
区
の
会
長

が
出
席
し
指
導
者
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
で
は
、
子
供
を
取
り
巻
く

人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
を
育

て
る
視
点
の
重
要
性
の
確
認
、
ま

た
元
教
員
が
母
体
と
な
る
賛
助
奉

仕
団
の
役
割
や
教
師
の
待
ち
の
姿

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
活
性
化
の
た
め
に
、
指
導
者
の
育
成
を
!!

平
成
二
十
九
年
度

青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
総
会
開
催
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◦
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
研
修
会
並
び
に
学
校
公
開

　

期
日　

十
月
六
日
㈮

　

場
所　

白
河
市
立
信
夫
第
一
小
学
校

　
　
　
　

白
河
市
立
大
信
中
学
校

◦
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
第
二
回
会
長
会

　

期
日　

十
一
月
十
六
日
㈬

　

場
所　

日
赤
福
島
県
支
部

◦
フ
ィ
リ
ピ
ン
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
受
け
入
れ

　

期
日　

十
一
月
五
日
㈰
～
十
一
月
十
一
日
㈯

　
　
　
　

�

福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字
連
絡
協

議
会
秋
季
総
会
参
加
等

◦
福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字
連
絡
協
議
会
秋

季
総
会

　

期
日　

十
一
月
十
日
㈮
・
十
一
日
㈯

　

場
所　

郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉　

清
陵
山
倶
楽
部

◦
詩
・
１
０
０
文
字
提
案
作
品
表
彰
式

　

期
日　

十
二
月
二
十
五
日
㈪

　

場
所　

日
赤
福
島
県
支
部

◦
青
少
年
赤
十
字
・
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

期
日　

三
月
二
十
二
日
㈬
〜
三
月
二
十
六
日
㈰

　

場
所　

山
梨
県
山
中
湖
村
東
照
館

勢
が
大
切
で
あ
る
な
ど
の
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
前
年
度
の
事
業
・
会

計
決
算
報
告
、
活
動
の
反
省
、
今

年
度
の
努
力
目
標
、
事
業
計
画
が

審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
化
に
伴
う
学
校
統
合
や

小
規
模
校
な
ど
で
地
区
独
自
の
活

動
や
、
ト
レ
セ
ン
へ
の
参
加
、
指

導
者
講
習
会
へ
の
参
加
な
ど
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
一
方
、
前
年
度
の
実
績
と
し

て
登
録
式
を
実
施
す
る
学
校
が
増

え
た
こ
と
、「
ま
も
る
い
の
ち　

ひ
ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
」
を
活
用
し

て
の
防
災
教
育
に
つ
い
て
各
地
区

指
導
講
習
会
等
で
多
く
の
教
員
対

象
に
講
習
会
が
実
施
さ
れ
る
な
ど

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

態
度
目
標
の
「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
は
今
学
校
教
育
で
期

待
さ
れ
て
い
る
「
主
体
的
対
話
的

な
深
い
学
び
」
に
繋
が
る
も
の
で

あ
り
、
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
の
出
来
る
児
童
・

生
徒
の
育
成
の
た
め

に
も
青
少
年
赤
十
字

活
動
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

字
活
動
の
振
興
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、

八
月
八
日
（
火
）
～
十

日
（
木
）
の
二
泊
三
日
、

次
頁
の
日
程
（
別
表

一
）
で
い
わ
き
海
浜
自

然
の
家
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
幼
稚

園
一
、
小
学
校
か
ら
三

十
三
、
中
学
校
十
六
、

高
校
二
の
五
十
二
名
と

な
り
ま
し
た
。

　

指
示
の
な
い
生
活
に

始
ま
り
、
Ｖ
Ｓ
（
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）

や
先
見
と
い
っ
た
特
徴

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
最

終
目
標
で
あ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
完
成
に
向

け
て
熱
く
語
り
、
悩

み
、
自
分
自
身
と
正
面

か
ら
向
き
合
っ
た
三
日

間
と
な
り
ま
し
た
。
青

少
年
赤
十
字
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
実
践
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
講
師

◦
講
話

　
「
赤
十
字
と
青
少
年
赤
十
字
」

　

�

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
等

学
校　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
顧
問根

本　

裕
之

役員名 氏　名 学　校　名
会　長 齋藤　吉成 福島市立福島第一小学校
副会長 星　　信男 喜多方市立高郷中学校
副会長 齋藤　雅敏 棚倉町立山岡小学校
副会長 富樫　　実 福島県立勿来工業高等学校
監　事 池上　　雅 保原町立富成小学校
監　事 中潟　宏昭 富岡町立富岡第一中学校
監　事 山内　正之 福島県立会津高等学校

平成29年度　青少年赤十字
福島県指導者協議会役員名簿

平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
行
事
（
十
月
以
降
）

つ
ら
い
、楽
し
い
、充
実
、

仲
間
を
感
じ
た
三
日
間

　

青
少
年
赤
十
字
が
掲
げ
る
三

つ
の
実
践
目
標
「
健
康
・
安
全
」

「
奉
仕
」「
国
際
理
解
・
親
善
」

の
実
現
を
図
る
た
め
、
日
常
生

活
で
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
を
高
め
る
指
導
者
の
育

成
を
図
る
こ
と
と
青
少
年
赤
十

平成29年度　青少年赤十字指導者講習会
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「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
～

学
校
教
育
へ
の
生
か
し
方
」

　

い
わ
き
市
立
菊
田
小
学
校
長

松
本　

光
司

◦
防
災
教
育

　
「
Ｂ
Ｃ
Ｗ
」

　

い
わ
き
市
立
小
川
小
学
校

板
倉　

恵
一

◦
講
話

　
「
青
少
年
赤
十
字
と
学
校
教
育
」

　

福
島
県
教
育
庁
県
南
教
育
事
務

所
指
導
主
事�

齋
藤
雅
彦
先
生

◦
実
践
事
例
発
表

　

白
河
市
立
信
夫
第
一
小
学
校

佐
藤
克
浩
先
生

　

白
河
市
立
大
信
中
学
校

佐
藤
一
彦
先
生

◦
実
技
演
習

　
「
健
康
生
活
支
援
講
習
」

　

日
赤
福
島
県
支
部

�

武
田　

玲
子

た
。
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
も
今
回

考
え
た
こ
と
を
少
し
で
も
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。

�

　
五
十
嵐
堅
一

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
輝
く
場

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
参

加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

�

　
浜
津　

昌
宏

　

福
島
の
未
来
の
た
め
、
思
い
や

り
の
あ
る
福
島
県
人
の
た
め
、
輝

か
し
い
福
島
の
子
供
た
ち
の
心
を

育
て
て
い
く
た
め
に
、
寄
与
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

�

　
板
倉　

恵
一

　

参
加
し
た
先
生
方
の
学
ぶ
姿

に
、
私
も
刺
激
を
受
け
て
、
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

�

　
山
内　

眞
一

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
は
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
注
目
さ
れ
ま
す
。
児
童
生

徒
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

　
松
本　

光
司

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
教

師
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
実
践
が
大

切
で
す
。

�

　
松
本　

仁
子

　

福
島
の
教
育
を
熱
く
語
り
合
っ

た
二
泊
三
日
で
し
た
。
デ
ュ
ナ
ン

に
感
謝
。

�

　
根
本　

裕
之

　

赤
十
字
を
知
っ
た
今
が
ス
タ
ー

ト
。
人
道
の
気
持
ち
を
子
供
た
ち

に
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

　
田
村　

良
江

　

校
種
の
垣
根
を
越
え
て
出
会
っ

た
先
生
方
と
共
に
た
っ
ぷ
り
と
語

り
合
い
、
活
動
し
学
ん
だ
三
日
間
。

そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
を
目
の
前
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
実
践
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
非
常
炊
き
出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
炊
飯
）」

　

日
赤
福
島
県
支
部

久
保　

芳
宏

◦
実
技

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

◦
演
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
ど
の
よ
う
に

学
校
教
育
に
生
か
す
か
」

　

各
Ｈ
Ｒ
担
当

◦
各
班
の
Ｈ
Ｒ
担
当
か
ら

�

　
箱
﨑　
　

仁

　

参
加
者
は
と
て
も
熱
心
で
し

　

青
少
年
赤
十
字
の
基
本
理
念

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

―
言
葉
に
す
る
と
単
純
明
快
で
、

常
々
繰
り
返
さ
れ
る
一
連
の
流
れ

に
も
聞
こ
え
ま
す
。
し
か
し
、
気

づ
い
て
い
る
は
ず
な
の
に
行
動
に

は
至
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
廊
下
の
ご
み

を
拾
う
こ
と
、
挨
拶
を
す
る
こ

と
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
―
正
し
く
価
値
あ
る

行
為
と
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
の

に
、
様
々
な
理
由
、
例
え
ば
偽
善

者
に
見
え
る
と
か
、
面
倒
だ
と
感

じ
る
と
か
で
、
善
意
の
手
は
止

ま
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
分
に
も
恥
ず
か
し
な
が
ら

思
い
当
た
る
節
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
県
Ｊ
Ｒ
Ｃ
指
導
者
講

習
会
に
参
加
し
た
三
日
間
、
私
は

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

こ
と
を
躊
躇
な
く
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
爽
快
で
さ
え

あ
り
、
た
い
へ
ん
幸
せ
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
背
景
と
し
て
運
営
側
の
三
つ
の

工
夫
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
「
心
を
ほ
ぐ
す
こ

８月８日から10日　日程表
８月10日㈭

起床・清掃（VS活動）
朝の集い

朝食、VS活動
先見

ワークショップ（WS）
ＨＲ単位

昼　食

まとめ（WSの発表）

閉講式

解散予定

８月８日㈫

受　付
アイスブレイク・
記念写真撮影・開講式

先見、VSについて

講　話
「赤十字と青少年赤十字」

昼　食

ワークショップ（WS）
「学校教育への生かし方」
ＨＲ 「自己紹介、役割分担、
日程・内容等の確認」

実技演習
「健康生活支援講習」

防災教育演習
「BCW」

夕食、入浴

交流会

ＨＲ 「VS・ワークショップ
等について」

情報交換（スタッフ打合せ）
消　灯

８月９日㈬

起床・清掃（VS活動）
朝の集い

朝食、VS活動
先見

講　話
「青少年赤十字と学校教育」

齋藤雅彦Ｔ

実践事例発表
白河市立信夫一小・大信中
フィールドワークについての説明

昼　食
「ハイゼックス炊飯」
「三角巾の活用」

野外活動
「フィールドワーク（FW）」

ＨＲ単位

野外活動講評
ＨＲ 「活動の反省、一日の振
り返り、これからの見通し等」

夕食、入浴

ＨＲ 自主活動時間

情報交換（スタッフ打合せ）
消　灯

時　刻
６：00

７：00

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

23：00

三
島
町
立
三
島
中
学
校
　
阿
部　
　

悟

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
た
め
の
三
つ
の
工
夫

別表1
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と
」
で
す
。
い
わ
き
海
浜
自
然
の

家
に
入
所
し
て
最
初
の
活
動
は

「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
で
し
た
。

緊
張
を
ゲ
ー
ム
形
式
の
集
団
活
動

で
ほ
ぐ
す
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
初
対
面
の
研
修
者
同
士
が
、

気
づ
け
ば
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に

談
笑
し
合
う
様
子
に
驚
き
、
そ
れ

を
実
現
す
る
手
法
と
話
術
に
さ
ら

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
空
気
を
つ
く
る
こ
と
」

も
大
切
で
し
た
。
き
れ
い
に
揃
っ

た
ス
リ
ッ
パ
の
脇
に
は
、
次
の
人

も
き
ち
ん
と
置
く
も
の
で
す
。
大

切
な
の
は
「
何
が
普
通
か
」
と
い

う
空
気
で
す
。
こ
の
三
日
間
は
、

誰
か
の
た
め
に
自
分
の
力
を
発
揮

す
る
の
が
普
通
の
場
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
て
、
と
き
に
は
Ｖ

Ｓ
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
誰
か
の
た
め
の
行
動
を
自
然

に
と
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
か
ら

の
労
い
の
言
葉
も
自
然
に
発
せ
ら

れ
る
と
い
う
環
境
は
と
て
も
居
心

地
が
よ
く
、
理
想
的
で
し
た
。
か

つ
て
あ
る
漫
画
で
、
誰
も
が
理
想

や
希
望
に
燃
え
る
世
界
が
描
か
れ

て
お
り
、
力
強
く
義
務
を
主
張
す

る
登
場
人
物
の
姿
に
憧
れ
を
抱
き

ま
し
た
が
、
こ
の
講
習
会
は
ま
さ

に
そ
う
い
う
場
で
し
た
。

　

そ
し
て
最
も
大
切
と
私
が
考
え

る
の
は
「
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
安
心
と
自
信
」
で
す
。

決
し
て
楽
で
は
な
い
三
日
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
と
も
に

意
見
を
出
し
合
い
、
認
め
合
い
、

助
け
合
っ
た
仲
間
と
の
絆
が
、
自

分
に
自
信
と
活
力
を
与
え
て
く
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
校
種
も
世

代
も
勤
務
地
も
違
う
仲
間
達
と
分

か
り
合
え
た
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
っ
た
活
動
・
活
躍
の
場
で
お
互

い
に
尊
重
し
合
い
、
生
か
し
合
え

た
か
ら
で
す
。

　

こ
う
い
う
思
い
を
生
徒
に
も
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
私
は
学
校
に
戻

り
ま
し
た
。
今
日
も
ま
た
、
気
づ

き
を
促
す
一
枚
を
掲
示
板
に
貼
り

出
し
ま
す
。

会
は
、「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行

す
る
」
こ
と
の
本
質
や
教
育
と
の

関
わ
り
を
、
実
体
験
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
、
と
て
も
充
実

し
た
三
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
研
修
で
は
、
講
話
か

ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま
で
、
本

当
に
様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
校
種
も
経
験
年
数

も
異
な
る
先
生
方
と
班
を
組
み
、

共
に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
指
導
者
講
習
会
に
参
加
す
る
に

当
た
っ
て
、
研
修
者
自
身
が
「
気

　
「
気
づ
き
・
考
え
・
判
断
し
・

行
動
し
よ
う
！
」
私
の
担
任
す
る

六
年
二
組
の
合
い
言
葉
と
し
て
、

こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
四
月
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
言
葉
で
は
伝
え
て
い
た
も

の
の
、
具
体
的
に
ど
ん
な
指
導
を

し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
、
模
索
し
て
い
る
状
態
で
一
学

期
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
講
習

づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
姿
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、
初

対
面
の
先
生
方
と
活
動
を
す
る
こ

と
に
不
安
も
あ
り
、
な
か
な
か
自

分
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ず
に
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
活
動

を
通
し
て
、
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
て
受

け
入
れ
て
も
ら
え
た
と
き
の
喜

び
、
活
動
が
成
功
し
た
と
き
の
達

成
感
が
、
私
た
ち
の
班
の
ま
と
ま

り
を
強
め
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
の
具
体
的
な

課
題
を
出
し
合
い
、
解
決
に
向
け

て
班
の
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
多
く
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
一
人
で
は
気
づ
か
な

か
っ
た
解
決
方
法
が
分
か
っ
た

り
、
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な

視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

り
と
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
最
終
日
の
発
表
会
で
は
、

各
班
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
お
も
し

ろ
く
て
楽
し
い
発
表
ば
か
り
で
、

私
も
先
生
方
の
よ
う
な
す
て
き
な

先
生
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

す
べ
て
の
日
程
を
終
え
る
と
、

青
少
年
赤
十
字
の
活
動
内
容
の
習

得
と
同
時
に
、
二
学
期
に
向
け
て

の
学
級
経
営
の
見
通
し
ま
で
見
え

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
の
一
人
一
人
の
主
体
性
を

伸
ば
す
た
め
に
、こ
の
「
気
づ
き
・

考
え
・
実
行
す
る
」
と
い
う
言
葉

を
か
け
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ

の
言
葉
は
一
人
で
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
共
に
気
づ
き
考
え
て
く
れ

る
仲
間
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
行
動

ま
で
移
せ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
改
め
て
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
感
じ
、
こ
の
こ
と
を

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
六
年

生
の
後
半
、
た
く
さ
ん
の
指
導
の

ア
イ
デ
ィ
ア
と
い
う
財
産
を
も
と

に
、
二
学
期
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
、
そ
し
て
研
修
を
共
に
し
た
先

生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
小
泉　

梨
奈

新
し
い
ス
タ
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
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シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
以
下
ト
レ
セ
ン
）
の
企
画

や
運
営
に
あ
た
る
指
導
者
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
の
指
導
者
が
企
画
運
営
の
具
体

的
知
識
や
技
術
、
ト
レ
セ
ン
の
教

育
的
意
義
を
十
分
に
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
日

目
の
青
少
年
赤
十
字
と
学
校
教
育

や
ト
レ
セ
ン
の
運
営
に
つ
い
て
の

講
義
で
、
ト
レ
セ
ン
に
参
加
す
る

児
童
・
生
徒
た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

指
示
待
ち
に
な
ら
な
い
・
注
意
深

い
生
活
を
お
く
る
・
自
分
の
考
え

を
持
つ
・
自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
・
他
の
た
め
に
自
分
を
生
か
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
又
、
指
導
者

に
お
い
て
も
、
講
義
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
担
当
さ
れ
る
コ
ア
ス

タ
ッ
フ
や
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
す
る

こ
と
で
新
た
な
刺
激
を
受
け
た

り
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
で
気
づ

は
、
封
筒
に
入
っ
て
い
る
指
示
書

を
見
て
行
動
し
た
り
、
俳
句
を
考

え
た
り
、
数
字
に
よ
る
指
示
に
従

い
グ
ル
ー
プ
が
は
な
れ
な
い
よ
う

に
協
力
し
て
進
ん
で
行
く
な
ど
、

今
ま
で
体
験
し
て
い
な
い
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
多
く
あ
り
、
県
Ｔ

Ｃ
に
も
活
用
で
き
る
の
で
は
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
伝
令
に
お

い
て
、
絵
を
省
略
し
て
文
字
だ
け

の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
確
実
に
情
報
を
伝
え

る
こ
と
を
重
視
し
た
考
え
と
し
て

は
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
三
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る

「
計
画
・
発
表
準
備
」
は
、
約
二

時
間
し
か
な
い
の
で
、
ト
レ
セ
ン

で
考
え
て
い
た
の
で
は
発
表
ま
で

間
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

三
月
に
全
国
ス
タ
セ
ン
に
参
加
し

た
生
徒
か
ら
資
料
を
借
り
て
事
前

　
「
今
は
何
を
す
る
時
間
か
な
。」

こ
れ
は
、
私
が
子
ど
も
達
に
よ
く

声
か
け
す
る
言
葉
で
す
。
ま
た
、

「
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ

ね
。」
こ
れ
も
、
先
程
の
言
葉
に

学
習
を
進
め
な
が
ら
ど
の
よ
う
な

活
動
計
画
に
す
る
か
考
え
ま
し

た
。「
文
化
祭
に
献
血
車
を
呼
ん

で
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
目
的
や
場
所
・

概
要
を
ま
と
め
た
の
で
、
予
定
さ

れ
た
時
間
内
に
発
表
ま
で
進
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
三
日
間
の

ト
レ
セ
ン
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ

と
・
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
・
臨

機
応
変
に
対
応
し
修
正
す
る
力
や

牽
引
し
て
い
く
力
を
も
つ
こ
と
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
の
で
は
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
講
習
会
に

あ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

指
導
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
、
日
本

赤
十
字
社
本
社
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

重
ね
て
、
私
が
子
ど
も
達
に
向
け

て
よ
く
使
う
言
葉
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
講
習
会
に
参
加
し

て
、
私
は
、
初
日
か
ら
、「
子
ど

も
達
も
日
頃
こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
の
か
な
あ
。」
と
、
と
て
も
申

　

平
成
二
十
九
年
度
青
少
年
赤
十

字
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
指
導
者
養
成
講
習

会
が
七
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日

の
三
日
間
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
リ
ー
ダ
ー

き
・
考
え
・
実
行
す
る
力
を
身
に

つ
け
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
う
れ

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
児
童
・
生
徒

が
動
け
る
よ
う
に
教
え
て
、
あ
と

は
常
に
待
ち
の
姿
勢
で
す
。
始
め

か
ら
指
示
を
出
し
た
り
せ
ず
見
守

り
に
徹
し
、
ど
う
し
て
も
分
か
ら

な
い
と
き
は
相
談
に
乗
り
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
竹
ひ
ご
タ
ワ
ー（
以
下
タ
ワ
ー
）

で
す
。
目
標
が
皆
で
協
力
し
て

ル
ー
ル
に
従
い
、
一
番
高
い
タ

ワ
ー
を
十
分
で
作
る
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
大
切
な
事
は
意

思
の
疎
通
を
し
、
細
か
く
分
担
し

た
上
で
作
業
が
出
来
た
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
役
割
分
担
を
決
め
た

後
、
一
回
目
は
百
三
㎝
、
二
回
目

は
一
回
目
の
記
録
よ
り
も
高
い
タ

ワ
ー
を
試
み
た
が
失
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
高
さ
に
と

ら
わ
れ
ず
に
強
度
の
あ
る
タ
ワ
ー

を
作
る
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
二
日
目
に

行
わ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

福
島
県
立
勿
来
工
業
高
等
学
校
　
吉
田　

智
洋

青
少
年
赤
十
字
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て

西
会
津
小
学
校
　
山
形　

美
幸

Ｊ
Ｒ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
指
導
者
養
成
講
習
会
に
参
加
し
て

平
成
二
十
九
年
度　

青
少
年
赤
十
字
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

指
導
者
養
成
講
習
会

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
三
日（
日
）～
七
月
二
十
五
日（
火
）
場所：
国立オリンピッ
ク記念青少年総
合センター
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し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
さ
え
、

何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
、
つ
ま
り
、
青
少
年
赤
十
字

の
こ
と
も
よ
く
知
ら
ず
に
講
習
会

に
参
加
し
た
私
は
、「
こ
れ
か
ら

三
日
間
何
を
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
ろ

う
。」
と
い
う
不
安
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
状
態
で
始

ま
っ
た
講
習
会
で
は
、「
気
付
き
、

考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
が
大
切

で
、
そ
れ
を
学
校
生
活
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
を
考
え

て
考
え
る
こ
と
を
話
す
う
ち
に
、

「
待
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん

だ
。
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、
自

分
か
ら
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
ん

だ
。」
と
い
う
思
い
が
沸
々
と
わ

い
て
き
ま
し
た
。
日
本
各
地
か
ら

集
ま
り
、
今
日
初
対
面
の
先
生
方

が
、
と
て
も
温
か
く
話
を
聞
い
て

下
さ
る
、
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
不

安
な
が
ら
も
こ
の
講
習
会
に
参
加

し
て
い
る
先
生
も
い
る
、
そ
う

思
っ
た
ら
と
て
も
気
持
ち
が
楽
に

な
り
、「
あ
と
二
日
、
自
分
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
。」
と
い
う
気
持

ち
が
持
て
た
の
で
し
た
。
そ
の
後

は
、
そ
の
日
の
夜
か
ら
、
同
じ

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
先
生
方
と
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
の
ネ
タ
探
し
や
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
協
力
な
ど
、

初
日
の
不
安
が
嘘
の
よ
う
に
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
も
、「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
の

に
、「
自
信
が
な
い
」「
何
を
や
っ

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
子
ど
も
達
の
様
子
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。「
や
っ
て
み
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
。」
と
、
先
が
分
か
っ

て
い
る
私
は
、
つ
い
子
ど
も
達
の

活
動
に
口
を
挟
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
今
回
、「
待

つ
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
私
は
、
講
習
会
で

る
こ
と
が
中
心
で
し
た
。
講
義
の

内
容
を
頭
で
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
い
ざ
実
行
と
な
る
と
全
く
思

う
よ
う
に
動
け
な
い
自
分
。
特

に
、
防
災
教
育
の
「
竹
ひ
ご
タ

ワ
ー
づ
く
り
」
や
「
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
で
は
、
言

わ
れ
た
事
を
や
っ
て
い
る
け
ど
、

自
分
の
活
動
が
合
っ
て
い
る
の

か
、
不
安
だ
ら
け
の
状
態
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
そ
の
日
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
で
、
自
分
の
今
の
心
境

や
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
に
つ
い

私
の
話
を
温
か
く
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
い
た
講
師
の
先
生
や
同
じ

グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
の
眼
差
し
に

私
自
身
が
安
心
し
た
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
、
子
ど
も
達
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
、
活
動
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
楽
し
ん

で
、「
自
分
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
。」

と
活
動
で
き
る
よ
う
な
「
し
か
け

と
準
備
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
去
年
よ
り
楽
し
か
っ
た
。」

　
「
短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
、
絆

を
深
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。」

　
「
も
の
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

（
他
校
の
お
友
達
に
対
し
て
）
来

年
も
一
緒
に
参
加
し
よ
う
。」

　

活
動
の
振
り
返
り
の
場
面
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
充
実
感
・
満

足
感
が
感
じ
ら
れ
る
こ
ん
な
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
北
地
区
青
少
年
赤
十
字
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
指
導
者

講
習
会
（
以
下
、ト
レ
セ
ン
）
は
、

一
昨
年
度
ま
で
は
福
島
一
小
を
事

務
局
と
し
て
毎
年
福
島
地
区
内
の

施
設
を
会
場
と
し
て
開
催
を
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
は
、
安
達
・
伊
達
・
福
島
の
各

地
区
が
輪
番
で
事
務
局
を
担
い
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本

地
区
で
は
初
め
て
の
開
催
で
す
。

　

事
務
局
と
な
っ
た
本
校
で
は
、

当
初
「
見
た
こ
と
も
、
や
っ
た
こ

と
も
な
い
職
員
ば
か
り
で
、
で
き

る
の
か
？
」
と
の
不
安
の
声
が
上

時　刻
７：00

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

23：00

７月25日㈫

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

先　見
朝の集い

ワークショップ
これからの活動を考える
「計画・発表準備」

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

ワークショップ
「発表・講評」

「まとめ・ふりかえり」
まとめ（アンケート用紙提出）

閉会式

７月24日㈪

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

先　見
朝の集い

「青少年赤十字と
リーダーシップ」

「赤十字が提供できる
プログラム」

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

「フィールドワークの
運営について」
フィールドワーク

講評

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

ホームルーム
＠センター棟　各HR会場

自主研修

於：国立オリンピック記念青少年総合センター
７月23日から25日　日程表

伊
達
市
立
富
成
小
学
校
　
池
上　
　

雅

県
北
地
区
青
少
年
赤
十
字

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
催
し
て

７月23日㈰ ７月24日㈪

受　付
開会式・オリエンテーション・
アイスブレイク・写真撮影

食事
＠センター棟　カフェテリアふじ

「青少年赤十字と学校教育」
「トレーニングセンターの

運営について」

ホームルーム

「青少年赤十字
防災教育プログラム」
荷物の移動・食事

＠センター棟　カフェテリアふじ
ホームルーム

＠センター棟　各HR会場

自主研修

入浴

消灯・就寝
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が
り
ま
し
た
。
引
継
ぎ
は
行
っ
た

も
の
の
、
書
類
だ
け
で
は
見
え
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
当
然
前
事

務
局
に
連
絡
を
入
れ
て
確
認
を
進

め
る
と
と
も
に
、
知
識
も
経
験
も

豊
富
な
日
赤
福
島
県
支
部
や
賛
助

奉
仕
団
の
皆
様
に
は
、
多
く
の
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

視
察
を
と
お
し
て
森
の
案
内
人
を

ガ
イ
ド
と
し
た
自
然
観
察
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
後
に
勘
違

い
と
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
根

本
的
な
こ
と
か
ら
具
体
的
に
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
過
去
二
年
間
同
じ
内
容
を
実

施
し
て
い
た
た
め
、
青
少
年
赤
十

字
の
実
践
目
標
の
一
つ
で
あ
る

「
国
際
理
解
・
親
善
」
の
内
容
を

き
た
と
、
会
場
校
の
校
長
と
し
て

も
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
セ
ン
事
務
局
が
輪
番
制
に

な
り
本
年
度
は
二
年
目
で
す
。
今

後
、
よ
り
一
層
円
滑
に
ト
レ
セ
ン

を
運
営
し
て
い
く
に
は
、
毎
年
八

月
に
開
催
さ
れ
る
県
青
少
年
赤
十

字
指
導
者
講
習
会
へ
の
地
区
か
ら

の
参
加
者
が
ト
レ
セ
ン
実
行
委
員

と
し
て
機
能
す
る
組
織
編
成
と
賛

助
奉
仕
団
を
は
じ
め
各
種
協
力
機

関
と
の
綿
密
な
打
合
せ
を
重
ね
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

主
な
内
容
と
講
師
（
敬
称
略
）

◦
国
際
理
解
演
習

　
「
こ
れ
っ
て
ア
リ
？
」

　

国
際
交
流
協
会�　

竹
田　

朋
彦

◦
実
技

　
「
救
急
法
講
習
会
」

　

県
北
地
区
賛
助
奉
仕
団

　

大
浪　

政
輝

◦
実
技

　
「
非
常
炊
き
出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
炊
飯
）」

　

県
北
地
区
賛
助
奉
仕
団

　

大
浪　

政
輝

◦
実
技

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

指
導
ス
タ
ッ
フ

◦
活
動
の
振
り
返
り指

導
ス
タ
ッ
フ

新
規
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
国
際
交
流
協
会
の
協
力
を

得
て
、
タ
イ
と
日
本
と
の
文
化
の

違
い
を
ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
学
ぶ

国
際
理
解
演
習
で
す
。

　

ト
レ
セ
ン
当
日
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、
職
員
同

士
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
一
丸
と
な
っ
て
い
く
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
事
務
局
を
引
き

受
け
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
本
校

は
、
全
校
児
童
二
十
名
の
人
と
の

か
か
わ
り
が
限
定
的
な
小
規
模
校

で
す
。
今
回
の
ト
レ
セ
ン
で
は
、

他
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
や
高
校

生
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
楽
し
そ

う
に
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
い
交
流
が

で
き
、
思
い
出
に
残
る
経
験
が
で

フィールドワーク　闇夜の国

国際理解を深めよう

平成29年度　各地区トレセン開催状況
地　　区 月　　日 会　　場 参加人数 主　な　内　容

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

小
・
中
学
校

福島・伊達・安達 ７月27日㈭ 伊達市立富成小学校 16名 赤十字救急法講習、国際理解、フィールドワーク

郡山 ８月９日㈬・10日㈭ 郡山少年自然の家 55名 講話、赤十字救急法、グループワーク、
フィールドワーク

西白河 ７月27日㈭ 表郷小学校 47名 赤十字救急法講習、非常炊き出し

会津・北会津 ７月31日㈪ 国立磐梯青少年交流の家 68名 講話、赤十字救急法講習、フィールドワーク

耶麻 ８月２日㈬ 福島県会津自然の家 88名 講話、赤十字救急法講習、野外炊飯

両沼 ７月28日㈮ 福島県会津自然の家 74名 講話、赤十字救急法講習、仲間つくり活動

いわき ７月28日㈮ いわき市立好間第一小学校 43名 講話、赤十字救急法講習、防災教育、
フィールドワーク

高
　
　
　
校

県高校 ７月６日㈭～８日㈯ 国立磐梯青少年交流の家 74名 国際人道法、JRCのリーダー、フィールドワーク、
ワークショップ等

県北 ８月３日㈭・４日㈮ 日赤福島県支部 42名 非常炊き出し、国際理解、視覚障碍者の理解、
防災演習、応急手当

県南 ７月27日㈭ 日赤福島県支部 33名 救急法基礎講習、非常炊き出し、支部施設見学

会津 ８月９日㈬ 福島県立会津高校 11名 非常炊き出し、災害図上訓練「DIG」

いわき ８月10日㈭ いわき生涯学習プラザ 42名 講演、認知症サポーター養成講座、高齢者疑似体験
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本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、

創
部
五
年
目
と
な
り
、
現
在
十
名

（
男
子
四
名
、
女
子
六
名
）
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
創
部
以
来
、
い

わ
き
地
区
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
交
流
を
続

け
、
昨
年
よ
り
加
盟
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、

「
お
互
い
さ
ま
」
を
合
言
葉
に
、
自

分
達
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
お
互
い
さ
ま
」

と
い
う
合
言
葉
は
、
自
分
達
は
支

援
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
支
援
し

て
い
く
側
に
な
り
た
い
、
積
極
的

に
支
援
さ
れ
、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

直
近
の
具
体
的
な
活
動
は
、
九

州
豪
雨
災
害
の
義
援
金
の
募
金
活

動
や
献
血
の
呼
び
か
け
、
古
本
の

回
収
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
地
区
大
会
や
県
大
会
に
参

加
し
、「
健
康・
安
全
」「
奉
仕
」「
国

際
理
解
・
親
善
」
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
、
他
校
生
と
の
交
流
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
新

入
部
員
が
五
名
入
部
し
、
先
輩
の

姿
を
見
な
が
ら
活
動
を
行
う
様
子

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
募
金
活
動
や

献
血
の
呼
び
か
け
で
は
、
普
段
は

知
ら
な
い
人
達
に
対
し
消
極
的
に

わ
き
地
区
や
福
島
県
内
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ

部
の
高
校
生
に
自
分
達
の
活
動
を

発
信
し
た
り
、
他
校
生
の
全
国
大

会
で
の
幅
広
い
活
動
発
表
を
聞
い

た
り
と
学
び
を
深
め
る
場
が
広
が

り
ま
し
た
。
秋
に
は
、
県
大
会
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
す
る
予
定
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
今
か
ら
生
徒
達
は
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本

校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
達

は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
を
通
し
て
、
社

会
と
連
動
し
た
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
支
援
学
校
の
合
言
葉
「
お
互

い
さ
ま
」
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

会
報
作
成
に
あ
た
り
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
っ
て
し
ま
う
生
徒
も
大
き
な
声

で
呼
び
か
け
た
り
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ

て
も
ら
え
る
か
な
ど
を
自
分
達
で

考
え
た
り
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
呼
び
か
け
に
応
じ
て
く
だ

さ
っ
た
人
か
ら
「
頑
張
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
募
金
を
し

て
も
ら
え
た
り
し
た
時
は
、
嬉
し

そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
、「
い
つ
も
は
、
こ

の
よ
う
な
呼
び
か
け
は
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
分
達

で
行
っ
て
み
て
呼
び
か
け
を
す
る

大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。」
と
い

う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

夏
休
み
に
は
、
い
わ
き
市
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
サ
マ
ー
シ
ョ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
多

く
の
高
校
生
の
前
で
講
演
を
し
、

自
分
達
が
行
っ
て
い
る
活
動
の
内

容
や
思
い
・
考
え
を
伝
え
て
き
ま

し
た
。
講
演
を
し
て
き
た
生
徒
か

ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
講
演
を
通
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
知
っ
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
こ
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
加
盟
す
る
こ
と
で
、
い

あ
と
が
き

平
支
援
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の

活
動
に
つ
い
て

教
諭
　
青
木
由
紀
子

　日本赤十字社は平成29年で128周年を迎えました。

　日本赤十字社の前身「博愛社」は1877年（明治10年）が誕生、1887年日本赤十字社と改称し社費や寄付金を納め

て本社に送ることを任務とする地方委員を置く委員部の設置を進め、この年、東京を始め19都道府県、翌年８県に

設置されたが、福島県には委員が一人もいなかった。

　1888年７月15日午後８時に突如磐梯山が噴火し、その死傷者は約500名にのぼった。20日、日赤本社は救護員３名

を派遣する。郡山下車、徒歩で中山峠を越え、翌日猪苗代町に到着し救護にあたった。24日佐野常民社長も現地を

訪れ慰問した。この活動が日本赤十字社の平時活動の最初になった。

　この活動が大きな契機となり、翌1889年福島県に委員部が設立され、次第に社員数も増加し、1,000名という条件

を満たし、1894年福島支部となり、1952年（昭和27年）福島県支部と改称した。

　委員長、支部長は県知事で、県庁内に事務所を設けていたが、社業の拡張により1902年福島支舟場町に洋風の二

階庁舎を建設移転。1971年社屋の老朽化と血液事業の県から日赤への移管を受け、福島市渡利に「福島県支部・福

島県血液センター」を建設した。さらに1998年現在地に「福島県赤十字会館」を建設移転し活動を続けている。

赤十字の豆知識…⑥

「日本赤十字社福島県支部の創立」


